
   
                                                         

編  修  趣  意  書 

（教育基本法との対照表） 

                                                                               

「家庭科」では，一人ひとりの子どもたちが体験や実践を通して，できることを増やし，

生活を工夫し，よりよい家庭生活につなぐことができることを目指します。 

これからの社会の変化や科学技術の進展の中で主体的に生きていくためには，「自立し

た人間として，他者と協働しながら価値の創造に挑み，未来を切り拓いていく力を身に付

けること」が重要とされています。 

そして，これからの社会を生き抜くためには，既有の知識や技能，価値観を基にしなが

ら，さまざまな課題に正対し，乗り越えるための知恵を導き出さなければなりません。 

このさまざまな課題に挑んでいく力が，よりよい自己の形成やよりよい社会づくりへと

向かうためには，教科の本質を活かし，「生活の営みに係る見方・考え方」を働かせなが

ら，問題解決能力を育成する必要があります。 

 

本教科書では，教育基本法の目標を効果的に達成できるように，以下の方針のもとに編

修しました。 
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   30-41 小学校 家庭 家庭 第５・６学年 
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※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

9 開隆堂           家庭 502         わたしたちの家庭科 ５・６ 

１ 編集の方針 

編集方針 

３ 
主体的に考え、生活を工夫するための、 

問題解決型学習を充実させた教科書
 

自分や家族の「生活」を見つめ直し、生活をよりよくしていく 

ストーリー性のある教科書 
編集方針 

１ 

編集方針 

２ 
「生活」から課題を発見し、解決するための 

見方・考え方が身につく教科書 



 

 

 

 

 

 
 教科書全体を通して、２人の小学生が学習のガ
イド役をしています。共通の「家族」「地域」を
設定して、誰もが主人公として学習できるように
しています。 
 主人公の生活を見て、それ 
ぞれの児童の経験を踏まえた、 
気づきや思考を引き出すこと 
ができます。 

編集方針 

１ 

季節感や学校行事を考慮した
題材の設定と配列をしていま
す。たとえば、衣生活・住生活
の学習は時期や季節を考えて
題材構成をし、 2 学年間にわ
たって段階的かつスパイラル
に対比しながら学べます。 

小さいものから大きなものへ，平易なものから難しいものへと学習が系統的にできるよう、配列を工夫し
ています。初めて家庭科を学ぶ 5 学年は，基礎・基本がしっかり身に付くように，題材を細かく構成・配
列し，スモールステップで学習が積み上げられるようにしています。続く 6 学年は，5 学年での基礎・基
本をもとに，計画的に工夫し，応用させながら生活に生かしていく力が身につくようにしています。 

▲5年生標準（冬季） 
◀６年生標準（夏季） 

１ 主人公は小学生。身近な生活から課題をみつけていきます。 

扉イラストでは主人公がどこかで活躍しています。 

３ 時期や季節に応じたタイムリーな題材。 

２ 基礎・基本が身につけられるよう、系統的な配列にしています。 

自分や家族の「生活」を見つめ直し、生活をよりよくしていく 

ストーリー性のある教科書 



 ガイダンスで家庭科の学習に取り組む４つの
視点について、わかりやすく紹介しています。 
 もくじと合わせて、これらの視点を紹介する
ことで、学習に見通しをもつことができます。 

 

 各題材の中でも、４つの視点に関連したセリフをな
げかけるキャラクターが登場し、その題材では、どの
視点が重視されているかがわかるようにしています。 

編集方針 

２ 

※この教科書では、「生活の営みに係る
見方・考え方」の４つの視点のイメージ
を右のようなマークで示しています。 

「生活」から課題を発見し、解決するための 

見方・考え方が身につく教科書 

 家庭科での視点を生活にさらに生かすために、
各教科との関連を示し、また、家庭生活の題材で
は、実践のためのヒントを4つの視点で示してい
ます。 

１ 見方・考え方を意識した学習を促します。 

３ 見方・考え方を生活に生かすヒントを示しています。 

２ 繰り返しで効果を高めます。 

◀家庭や地域の題材
では、4つの視点を
生かした例を掲載。 

他教科での見方・考
え方も思い起こせる
よう、関連資料やマ
ークを充実。 



  編集方針 

３ 

 問題解決型学習を実現するために、各題材は３つの小題材で構成し、それらを問題解決のプロセ
スに対応させた形にしました。 

小題材１は「見つける・気づく」とし、題材で扱う学習内容に関連した課題
を、扉の写真から見つけ、気づけるようにしています。 

小題材２は「わかる・できる」とし、課題解決のための基礎的・基本的な知
識・技能を、実際に実習などを通して習得します。 

小題材３は「生かす・深める」とし、学習や実習をしてみて、わかったこと
やできるようになったことをまとめ，話し合ったり発表したりします。そし
て、新しい課題にも取り組めるようにします。 

 児童が主体的に問題の解決に取り組ん
で、活き活きとした授業が実現するように、
対話と学び合いのある、体験的な活動（課
題）を多数掲載しました。 

主体的に考え、生活を工夫するための、 

問題解決型学習を充実させた教科書
 １ 各題材は全て問題解決のプロセスに沿った3つの小題材で構成。 

２ 充実したアクティブ・ラーニングのために―多様な活動例。 

 さらに、各学期の終わりには「チャレ
ンジコーナー」を設け、学んだことを家
庭実践につなげられるように製作例や
調理例などを豊富に掲載。新設の「生活
の課題と実践」では、家庭や地域、学校
での実践など複数の課題例を掲載し、
選んで実践できるようにしました。 

生活の課題と実践▶ 

▼チャレンジコーナー 



 

 

教育基本法第２条の目標の達成のために，以下の点で特に編修に意を用いました。 

 

 

 

 特別支援教育，カラーユニバーサルデザイン，人権教育の観点で十分な配慮をしました。 

構成・内容 特に意を用いた点や特色 第2条との 
対照 該当箇所 

本文 共通事項 知識や技能の確実な習得のために，基礎・基本
を重視し，段階的な題材を設定しました。 

第1号 全般 

本文 共通事項 
日常生活の中でなぜそうするのか，という問
いかけを設定し，生活を科学的にみて，真理を
探究する態度を養うことをめざしました。 

第1号 全般 

本文 

家族の生活再発見 
できるよ，家庭の仕事 
いっしょにほっとタイム 
生活を支えるお金と物 

家庭生活に関する家庭や家族の大切さを，消
費生活に関する題材では働いて収入を得るこ
との大切さを記述し，家庭実践に結びつくよ
うにした。 

第2号 
8,9,34~36.72~75, 

58,59頁 

本文 
製作・実習 
チャレンジ 
コーナー 

製作や実習では，児童の意欲を尊重し，つくり
たいものを考えることを促しています。さら
に，長期休みには児童が課題をきめて家庭実
践ができるようにチャレンジコーナーを設け
ています。 

第2号 

19,22,25,26,44~47

頁など 

37,57,75,103,119頁 

本文 キャリア教育 
のコラム 

職業観を養い，社会に目を向けられるよう，実
際に働いている方からのメッセージを各所に
入れています。 

第2号 43,61,74,103,123頁 

本文 共に生きる地域での生活 地域の人びととともに協力して生活すること
について記述しました。 

第3号 120~123頁 

本文 共通事項 
写真やイラスト等にも配慮し，実習などを通
して，男女の平等，自他の敬愛と協力を重んず
る態度を養えるようにしました。 

第3号 全般 

本文 
整理・整とんで快適に 

 
持続可能な社会を生きる 

自然を大切にし，環境を保全することの大切
さに気付くことができるように， ２つの題材
を配置しました。 
持続可能な社会の構築の視点から，教科書全
体にわたって環境マークや，キャラクターに
よる環境の視点を入れ，環境保全に寄与する
態度を身につけることを目指しています。 

第4号 

32,33,124,125頁 

13,14,17,87,103頁な

ど 

本文 
特設頁 

食べて元気に 
わたしたちの生活の中に

ある伝統文化など 

和食や郷土料理，伝統的な民家や，和服などを
取り上げ，また日本各地の伝統文化の事例を
充実させ，我が国の独自の文化と先人の工夫
に気づき，愛着をもつとともに，日本人として
の誇りが育まれるようにしました。 

第5号 
49～53，57,68,94，

95頁など 

本文 共に生きる地域での生活 
生活の課題と実践など 

人とのふれ合いやかかわりを通して，感謝の
気持ちを表したり，世代の異なる人や他国の
人などを尊重したりする大切さがわかるよう
にした。 

第5号 76~79,120～123頁 

２ 対照表 

３ 上記以外に特に意を用いた点や特色 
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※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

   30-41 小学校 家庭 家庭 第５・６学年 

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

9 開隆堂 家庭 502 わたしたちの家庭科 ５・６ 

1. 編修上特に意を用いた点や特色 

授業の進め方が「見える化」した教科書 特色 

１ 
  学習のイメージがもてるよう、紙面をわかりやすく構成しています。 

小題材に対応した学習のめあてで、この題
材で学ぶ内容がわかります。 

各種のマークは、その学習で特に留意することを
示しています。 

扉の大きな写真やイラストか
ら、この題材での「課題」に
気付けるようにしています。 

実習ページなど、プロセスが大
事な内容は、横流れのレイアウ
トを統一して採用しています。 
プロセスの中の写真や図版を大
きく示すことで、実習のイメー
ジも持ちやすくなります。 



；

安全・衛生・防災への配慮 特色 

３ 

特設ページや資料の充実 特色 

２ 

安全・衛生・防災について，学習中の不慮の事故がないようにすると
ともに，いざというときの行動の基になる主体的な判断力と協力する態
度を育めるようにしています。 

巻末の資料やデジタルコンテンツを活
用することで、より効果的な授業をする
ことができます。 

実習計画をプログラミング
学習と関連させるための特
設ページ。 

基礎基本の写真を左ききも含め
大きく掲載した特設ページ。 

家庭科での安全・防災につい
て，基本的事項を，冒頭の頁
にまとめています。 

本文の中で、安全学習や防災
に関連できる内容には、マー
クを付しています。 

QRマークがついている内容に
は動画等のデジタルコンテン
ツを用意しています。 



   

キャリア教育との関連 特色 

５ 

 これからの自分を考える上で大
事な「キャリア教育」についても、
多く掲載しています。 

伝統文化の充実 特色 

４ 

 伝統的な生活文化に関連する学習項目には，「伝統」マークをつけています。 
 また特設ページや、チャレンジコーナーで日本の伝統文化を多数紹介しています。 

職業だけでなく、人生の先輩か
らさまざまなメッセージを掲
載。これからの生き方を考えら
れます。 

学習した基礎技能が職業につ
ながっている事例を紹介。児
童の意欲を高めます。 

本文中でも、各地域に伝わる
郷土料理などの文化を資料と
して掲載しています。 

衣食住など生活に関する伝統
文化は特設ページにまとめて
います。 



教科書の特色 

内容の選択・ 

扱い・系統性 

・各題材とも，基礎的・基本的内容の習得から応用・発展的な内容の学習へと系統的に展開され，児童の

思考の流れにそっていて，教科の特徴が無理なく具体化されている。 

内容の組織・ 

配列・分量 

・各学年のテーマのもと，ストーリー性を考慮した題材配列がなされ，見通しや目標をもって学習できる。 

・題材の組み換えもしやすく，地域や学校事情等に適合した使い方ができる。 

・家庭生活や家族の題材が各学年の最初にあり，いずれも生活を見つめ直すことから学習を始めることが

できる。 

・衣食住の題材は易から難へと，さらに季節等を考慮して配列され，最終題材には他者との共生につなが

る題材が配置されている。 

・調理実習を早期に設定して興味づけを図り，学校行事や総合的な学習との関連が図れるように，ごはん

やみそ汁が５学年に配置されている。 

・実習と座学の内容は，いずれも分かりやすく工夫して配分されていて，組織及び分量はきわめて適切で

ある。 

主体的な学習への 

取り組み 

・各題材は「学習のめあて」で始まり，課題解決型学習を通して，最後には「ふり返ろう・生かそう」で

家庭実践につなげるように工夫され，学習過程では「できたかな」チェックなども取り入れ，児童が主体

的に無理なく学習を進めるためのいろいろな配慮がされている。 

・導入時や学習過程で「話し合おう」「調べよう」「考えよう」「やってみよう」等の課題が適切に配置

されている。 

・課題解決の手がかりとなる例示や写真・図表・イラスト等が，過不足なく適切に記載されている。 

・分かりやすい各種のマーク（p.5 参照）が設定され，さらに，児童に親しみやすいキャラクターが学習

案内をしたり，つまずきやすい箇所では注意を喚起したりするなど，児童が課題意識をもって主体的に学

習するための支援が適切になされている。 

・各学期末の「チャレンジコーナー」は，長期休暇を利用した家庭実践への主体的な取り組みに向けた題

材として適切である。 

安全・防災教育への

対応 

・家庭科での安全・防災について，基本的事項が，巻頭の頁にまとめられている。 

・作業上の事故防止や安全・防災教育についての細かい配慮がいきとどいている。 

食育への対応 

・食育に関するページには「食育マーク」が付され，記述内容は知識・技能・心情面いずれもよく工夫さ

れている。 

・五大栄養素など，食品のはたらきと栄養に関する内容は，本文・イラストいずれも的確な記述で分かり

やすい。 

・「生活時間をマネジメント」から「いためてつくろう」は，生活時間の工夫と朝食を関連づけ，生活を

総合的に捉えた望ましい題材であり，自らの生活習慣を見直して食生活を改善するなど，健康に過ごすた

めの実践的な態度が育てられる。 

・折り込みの「栄養素のおもなはたらきと食品の分類」は，食に関するどのページにも開いたまま活用で

きるように工夫されている。 

・「和食」や「一汁三菜」にもふれられており，地域の食材を取り入れた調理にも対応できるように，郷

土食や伝統的な食文化が具体的に示されている（例：雑煮，おせち料理ほか）。 

 ☆食事のマナーについても取り上げられている。 

 ☆食物アレルギーについても取り上げられている。 

  



 

図書の構成 
学習指導要領 配当時数 

ページ 題材名 

表２ これまでの学習を家庭科につなげよう A(1) 1 

できることを増やしていこう 

８ １ 家族の生活再発見 A(2) 1 

10 ２ クッキングはじめの一歩 B(2) C(2) 7 

２０ ３ ソーイングはじめの一歩 B(4)(5)  C(2) 8 

２８ ４ 整理・整とんで快適に B(6)  C(2) 4 

３４ ５ できるよ、家庭の仕事 A(2)  C(2) 2 

３８ ６ ミシンでソーイング B(5)  10  

４８ ７ 食べて元気に B(1)(2)(3) 10 

５８ ８ 生活を支えるお金と物 C(1) 5 

６４ ９ 暖かく快適に過ごす着方 B(4) C(2) 3 

６８ 10 暖かく快適に過ごす住まい方 B(6)  C(2) 4 

７２ 11 いっしょに ほっとタイム A(1)(3) 3 

７６ 生活の課題と実践 A(4) 4 

工夫して生活に生かそう 

８０ １ 生活時間をマネジメント A(2) 2 

８４ ２ できることを増やしてクッキング B(1)(2) 7 

９０ ３ クリーン大作戦 B(6) C(2) 5 

９４ ４ すずしく快適に過ごす住まい方 B(6)  C(2) 3 

９８ ５ すずしく快適に過ごす着方と手入れ B(4)  C(2) 5 

１０４ ６ 生活を豊かにソーイング B(4)(5) 10 

１１２ ７ こんだてを工夫して B(1)(2)(3) 11 

１２０ ８ 共に生きる地域での生活 A(3) 8 

１２４ ９ 持続可能な社会を生きる C(1)(2) 1 

１２６ 2 年間の学習をふり返って、中学校の学習に生かそう   1 

 

２ 対照表 



編  修  趣  意  書 

（発展的な学習内容の記述） 

                                                                               

ページ 記   述 類型 
関連する学習指導要領の内容や 

内容の取扱いに示す事項 
ページ数 

117 目玉焼き 1 B(2)ア(ウ) 0.25 

117 ラタトゥイユ 1 B(2)ア(ウ) 0.25 

    
合 計 

0.5 

 
                          

(「類型」欄の分類について) 
１…学習指導要領上，隣接した後の学年等の学習内容(隣接した学年等以外の学習内容であっても，当該学年等の学習内

容と直接的な系統性があるものを含む)とされている内容 

２…学習指導要領上，どの学年等でも扱うこととされていない内容 
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